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対 前 年 比 7.9 ％ 減

を 可 決！
予 算 議 会

３月定例会

地方交付税47.5%
39億9200万円

(▲2.4%)

町税16.5%
13億8896万円

(▲1.5%)

町債（借金）14.2%
11億9340万円
(▲28.3%)

国庫支出金7.6%
6億3984万円(26.4%）

民生費25.9%
21億7934万円

(▲6.7%)

総務費16.6%
13億9725万円

(6.2%）公債費16.1%
13億5450万円
(▲19.5%）

教育費12.9%
10億8441万円

(23.0%）

土木費11.1%
9億2799万円
(22.9%）

衛生費10.1%
8億4860万円
　(▲9.6%）

地方交付税47.5%
39億9200万円

(▲2.4%)

町税16.5%
13億8896万円

(▲1.5%)

町債（借金）14.2%
11億9340万円
(▲28.3%)

国庫支出金7.6%
6億3984万円(26.4%）

民生費25.9%
21億7934万円

(▲6.7%)

総務費16.6%
13億9725万円

(6.2%）公債費16.1%
13億5450万円
(▲19.5%）

教育費12.9%
10億8441万円

(23.0%）

土木費11.1%
9億2799万円
(22.9%）

衛生費10.1%
8億4860万円
　(▲9.6%）

歳入合計
84億320万円

歳出合計
84億320万円

県支出金5.5%
4億5958万円(▲21.8%）

地方消費税交付金2.9%
2億4458万円(▲71.0%)

分担金及び負担金1.4%
1億1823万円(2.0%)

農林水産業費2.9%
2億4000万円(1.5%)

消防費1.8%
1億4883万円(▲80.1%）

商工費1.1%
9311万円(9.2%）

議会費0.9%
7809万円(1.4%)

93万1千円
借金/人

地方債残高見込み

44万円
貯金/人

基金残高見込み

その他0.6%
5108万円(▲26.2%）

諸収入1.0%
8701万円(1.8%）

地方譲与税1.0%
8500万円(0.0%）

使用料及び手数料1.0%
8458万円(7.3%）
その他1.0%
8099万円

繰入金0.4%
2903万円(▲73.4%）

※グラフ中の％は構成比を表す。
※グラフ中のカッコ内は対前年度比、▲は
減を表す。

（特別会計を含む）

平成27年4月1日現在
人口13,432人

●自主財源科目
　・町税
　・分担金及び負担金
　・使用料及び手数料
　・繰入金
　・諸収入
　・その他

＊自主財源比率：20.69%
＊依存財源比率：79.31%

（交付金（全て）5041万円を含む）
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会　計　区　分 平成 27 年度予算額 増減率 (%）
一　般　会　計 ８４億　３２０万 ▲　7.9

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険 ２２億　４３７万 9.4
後期高齢者医療 ４億６４６２万 ▲　2.1
介護保険 ２２億６２１２万 ▲　1.1
介護サービス事業 ６９５万 13.2
簡易水道事業 ９億８９６２万 7.9
農業集落排水事業等 ２７４２万 2.5
下水道事業 ４億６４０４万 4.2
青少年自然の里 ５２４８万 0.7
下部奥の湯温泉事業 ５１４万 0.0

※土地開発事業特別会計は、平成26年度末で廃止。 ０ ▲ 100.0
その他 12 財産区特別会計 ４４４万 ▲　 4.1

平 成 27 年 度 一 般 会 計
84 億 320 万 円

●２７年度一般会計の主な事業
＊バス運行対策費	 ・８２２３万円余
＊子育て支援対策として　　　　　
　・医療費助成制度（窓口無料化）
　　27年10月からこれまでの15歳から18歳までに拡充
＊JR身延線波高島駅公衆便所新築工事に、
	 ・１０００万円余
＊地域基盤整備事業として、町道整備等を継続的に実施し、
農林業の基盤整備、有害鳥獣対策等にも引き続き推進。

＊橋梁の耐震化及び修善事業や道路ストック修繕事業
等、老朽化したインフラ整備を重点的に実施。

＊西嶋第一橋及び榧の木橋の修繕工事、町道田原・鴨狩
線道路改良工事の工事請負費に、
	 	 ・３億２３００万円　
＊小中学校統廃合計画に基づき、身延中学校大規模改
修、スクールバス購入等に、	 ・１億４４００万円余

　

平
成
27
年
身
延
町
議
会
３
月
定
例
会
は
、平
成
27
年
３
月
３
日
か
ら
13

日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
27
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
当
初
予
算
を
初
め
、

条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
26
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
、全
員
賛
成
ま
た
は
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
６
日
に
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
窓
口
無
料
化
廃
止
に
伴
う
町
の
考
え
や
町
政
、
小
中
学
校
統
廃
合
問

題
、
地
方
創
生
事
業
、
教
育
委
員
会
制
度
改
革
、
中
部
横
断
自
動
車
道
開

通
に
伴
う
沿
線
の
状
況
、
国
保
の
健
全
運
営
と
予
防
検
診
、
学
童
保
育
の

環
境
整
備
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
活
発
な
質
問
を
展
開
し
、
町
当
局
の
考

え
を
問
い
質
し
ま
し
た
。

単位：円 （▲減）

（前年度比）（千円以下切捨て）

〜住みよいまち、
住みたくなる町を目指して〜



4

町長施政方針

望
月
町
長
の
施
政
方
針　

地
方
債
残
高
の
抑
制
は
不
可
欠

●
地
方
債
残
高
減
少

　

本
町
の
地
方
債
残
高
は
、

26
年
度
末
の
見
込
み
で
、
特

別
会
計
も
含
め
約
１
２
９
億

６
９
１
５
万
円
で
、25
年
度
末

と
比
較
し
て
、
11
億
７
８
１
６

万
円
の
減
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
本
町
の
財
政
運
営

に
お
い
て
地
方
債
残
高
の
抑
制

は
不
可
欠
で
あ
り
、
地
方
債
の

発
行
に
際
し
て
は
対
象
事
業
の

選
択
等
に
十
分
配
慮
し
て
い
き

ま
す
。

●
27
年
度
身
延
町
一
般
会
計

予
算

　

総
額
84
億
３
２
０
万
円
で
、

対
前
年
比
で
７・９
％
の
減
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
の
一
般
財
源
の
主
な
も

の
は
、
町
税
13
億
８
８
９
６
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
地
方
交

付
税
総
額
は
、
地
方
交
付
税
と

臨
時
財
政
対
策
債
を
合
算
し
た

42
億
９
２
０
０
万
円
の
計
上
と

な
り
、
歳
入
全
体
の
51
・
１
％

を
占
め
、
自
主
財
源
で
あ
る
町

税
が
全
体
の
16
・
５
％
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
へ
の
財
源
依
存

度
の
高
さ
を
再
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

●
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略

　

町
で
は
、
人
口
の
現
状
と
将

来
の
展
望
を
提
示
す
る
地
方
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
こ
れ

を
踏
ま
え
て
今
後
５
カ
年
の
目

標
や
基
本
的
方
向
、
具
体
的
な

施
策
を
ま
と
め
た
「
地
方
版
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
27
年
度
中
に
策
定
を

進
め
ま
す
。

　

国
で
は
地
方
版
緊
急
経
済
対

策
を
発
表
し
ま
し
た
。
特
に
、

本
町
に
対
し
て
の
具
体
的
な
施

策
と
し
て
、
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金

で
、「
地
域
消
費
喚
起
・
生
活

支
援
型
」
及
び
「
地
方
創
生
先

行
型
」
の
二
本
立
て
。

　
「
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支

援
型
」
は
、
町
内
で
利
用
す
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
と

低 

所
得
者
へ
の
商
品
券
の
交
付

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
山

梨
県
か
ら
の
補
助
金
を
活
用
す

る
中
で
、
子
育
て
支
援
と
し
て

購
入
費
の
補
助
と
プ
レ
ミ
ア
ム

の
上
乗
せ
を
行
う
と
と
も
に
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
及
び
町
営
バ
ス

の
回
数
券
と
の
交
換
も
可
能
に

し
、
買
い
物
等
に
活
用
で
き
ま

す
。

●
（
仮
称
）
身
延
中
学
校
統

合
準
備
委
員
会
の
委
嘱
式

並
び
に
第
１
回
委
員
会
の

開
催

　

26
年
第
４
回
定
例
議
会
に
お

い
て
、12
月
11
日
に「
身
延
町
立

学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」の
議
決
を
い
た
だ

き
、管
内
小
中
学
校
11
校
を
最

終
的
に
１
中
３
小
に
統
合
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
１
月
19
日
に
は
、
教
育

委
員
会
定
例
会
で
準
備
委
員
会

発
足
に
係
る
協
議
を
行
い
、
委

員
の
人
選
等
を
進
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、去
る
２
月
17
日（
火
）

に
身
延
町
立
（
仮
称
）
身
延
中

学
校
統
合
準
備
委
員
会
の
委
嘱

式
並
び
に
第
１
回
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
校
名
を
は
じ
め
、
教

育
課
程
、
学
校
行
事
、
部
活
動
、

施
設
設
備
等
、
円
滑
な
統
合
の

た
め
に
決
定
又
は
処
理
す
べ
き

懸
案
が
多
く
あ
り
、
引
き
続
き

統
合
準
備
委
員
会
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
各
位
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

身延中学校

望
月
仁
司 

町
長
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教育委員長の教育方針
〇
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

の
施
行

　

地
方
教
育
行
政
の
責
任
体

制
の
明
確
化
、
迅
速
な
危
機
管

理
体
制
の
構
築
、
首
長
と
教
育

委
員
会
の
連
携
な
ど
を
目
的
と

し
て
い
る
。
首
長
は
総
合
教
育

会
議
を
設
置
し
教
育
に
関
す
る

「
大
綱
」
を
策
定
し
な
け
れ
ば

ば
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

〇
学
校
教
育
、
27
年
度
主
要

施
策

　

本
年
２
月
17
日
、
ま
ず
28
年

４
月
に
１
中
学
校
に
統
合
す
る

管
内
４
中
学
校
の
関
係
者
等
に

よ
る
統
合
準
備
委
員
会
を
発
足

さ
せ
た
。

　

ま
た
、
27
年
度
半
ば
に
は
管

内
小
学
校
を
対
象
と
し
た
統
合

準
備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
予

定
で
あ
る
。

〇
地
教
行
法
改
正
に
伴
う
総
合

　

教
育
会
議

　

こ
の
会
議
は
町
長
が
主
宰

し
、
構
成
は
町
長
及
び
教
育
長
、

教
育
委
員
と
す
る
。
27
年
度
の

早
期
に
第
１
回
会
議
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　

町
長
は
こ
の
場
で
の
協
議
を

基
に
教
育
行
政
の
大
綱
を
策
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
教

育
委
員
会
も
ま
た
、
教
育
基
本

法
に
よ
る
努
力
規
定
で
あ
る
教

育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ふ
た

つ
の
計
画
の
摺
合
せ
を
入
念
に

行
い
、
27
年
度
中
に
は
本
町
の

教
育
行
政
の
大
綱
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

〇
複
式
学
級
の
解
消

　

27
年
度
も
久
那
土
小
学
校

２
、
下
部
小
学
校
１
、
原
小
学

校
２
、
下
山
小
学
校
１
と
、
計

６
つ
の
複
式
学
級
が
生
ず
る
見

込
み
。

　

統
合
が
決
定
し
た
の
で
、
29

年
度
以
降
は
当
面
複
式
学
級
は

生
じ
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
統

合
ま
で
は
引
き
続
き
予
算
編
成

権
を
有
す
る
町
長
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
可
能
な
限
り
町
費
負

担
教
諭
を
配
置
し
複
式
学
級
の

解
消
に
努
め
る
。

〇
学
校
施
設
・
設
備
環
境
の

充
実

　

27
年
度
は
、
28
年
４
月
の
新

設
統
合
中
学
校
開
校
に
向
け
、

統
合
後
の
生
徒
た
ち
が
快
適
な

学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
現
在

の
身
延
中
学
校
校
舎
の
改
修
を

推
し
進
め
る
。

　
〇
中
高
連
携

　

身
延
高
校
と
身
延
中
学
校
・

南
部
中
学
校
が
連
携
す
る
こ
と

の
検
討
は
、
県
教
委
が
、
23
年

８
月
に
山
梨
県
高
等
学
校
審
議

会
に
諮
問
し
、
24
年
３
月
に
審

議
会
か
ら
示
さ
れ
た
答
申
に
基

づ
き
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。

　

現
在
は
、
県
の
「
身
延
・
南

部
地
域
中
高
連
携
推
進
検
討
委

員
会
設
置
要
綱
」
に
基
づ
く
、

学
校
関
係
者
、
町
関
係
職
員
、

県
関
係
職
員
の
10
人
で
構
成
さ

れ
て
い
る
推
進
検
討
委
員
会
を

適
宜
開
催
。

　

本
格
実
施
は
明
確
で
は
な
い

が
、
既
に
26
年
度
に
は
、
中
高

の
教
員
に
よ
る
授
業
研
究
や
、

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
、
防
災
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
、
芸
術
鑑
賞
会
、

部
活
動
合
同
練
習
な
ど
の
試
行

を
し
て
い
る
。

　

今
後
引
き
続
き
、
現
在
の
試

行
等
を
検
証
し
本
格
実
施
に
つ

い
て
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。身延高等学校

〇
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

首
長
は
総
合
教
育
会
議
を
設
置
し
、

教
育
に
関
す
る「
大
綱
」を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

望
月
忠
男 

教
育
委
員
長
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職
員
給
与
条
例
の
一
部

改
正

議
案
第
10
号

野
島
俊
博
議
員

山
梨
県
人
事
委
員
会
が
定

め
た
26
年
給
与
等
に
関
す
る

勧
告
の
骨
子
、
公
民
格
差
に

基
づ
く
給
与
改
定
は
昨
年
11

月
に
議
決
、
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
が
昨
年
で
き
な

か
っ
た
理
由
は
。

総
務
課
長　

昨
年
11
月
中
旬
の
時
点

で
は
山
梨
県
が
「
改
定
す
る

の
か
が
」
未
定
で
あ
っ
た
の

で
峡
南
地
区
の
担
当
課
長
等

が
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
行

っ
た
結
果
、「
山
梨
県
が
や

ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
行

わ
な
い
。」
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
の
提
案
に
至
っ
た
。

子
育
て
支
援
医
療
費

助
成
金
支
給
条
例
の
一

部
改
正

議
案
第
12
号

松
浦　

隆
議
員

医
療
費
窓
口
無
料
化
が
15

歳
か
ら
18
歳
に
改
め
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
が
、
国
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

町
民
課
長　

15
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ

を
課
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
当
然
18
歳
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
に
よ
る
ペ
ナ
ル

テ
ィ
は
増
加
す
る
も
の
と
考

え
る
。

川
口
福
三
議
員　

施
行
日
が
10
月
1
日
と
な

っ
て
い
る
が
、
18
歳
と
い
う

の
は
高
校
を
卒
業
す
る
年
齢

で
あ
る
が
、
施
行
日
を
設
定

し
た
根
拠
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

医
療
費
集
計
シ
ス
テ
ム
の

変
更
、
町
民
な
ら
び
に
医
療

機
関
へ
の
十
分
な
制
度
周
知

等
の
た
め
の
、
準
備
期
間
を

要
す
る
た
め
に
10
月
1
日
と

し
た
。

26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

議
案
第
29
号

芦
澤
健
拓
議
員

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
売
上

収
入
８
６
５
０
万
円
の
内
容

は
。

政
策
室
長

一
般
世
帯
向
け
に
対
し

5
千
円
を
1
万
６
７
０
０

枚
で
売
上
額
が
８
３
５
０
万

円
。
子
育
て
支
援
に
対
し
て

は
県
の
補
助
金
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
２
０
０
０
円
の
割

引
を
つ
く
り
、
３
０
０
０
円

に
対
し
て
は
１
０
０
０
枚
。

合
計
３
０
０
万
円
。
合
わ
せ

て
８
６
５
０
万
円
の
収
入
を

予
定
。

柿
島
良
行
議
員

予
防
接
種
業
務
に
お
い
て

対
象
者
が
減
少
し
、１
０
０
０

万
円
の
減
額
だ
が
、
予
算
編

成
の
際
、
対
象
者
の
把
握

が
相
当
甘
い
の
で
は
な
い
の

か
。

福
祉
保
健
課
長

担
当
課
と
し
て
も
対
象

身延中学校視察

３月のやり取り

と
な
る
方
の
把
握
に
努
め
な

が
ら
予
算
組
み
を
し
て
い
る

が
、
結
果
と
し
て
こ
の
よ
う

な
減
額
補
正
と
な
っ
た
。

今
後
は
さ
ら
に
精
度
を
上

げ
る
よ
う
努
力
す
る
。

27
年
度
一
般
会
計
予
算

議
案
第
41
号

深
沢　

勝　

議
員

身
延
中
学
校
大
規
模
改
修

工
事
設
計
業
務
委
託
に
お
い

て
、
設
計
業
務
の
委
託
料
と

工
事
監
理
業
務
委
託
料
、
さ

ら
に
工
事
請
負
費
が
同
時
に

提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
不
自
然
で
あ
り
、
承
服
し

難
い
疑
問
を
感
じ
て
い
る
が

そ
の
理
由
は
。

質 疑 応 答
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議員でチェック！
学
校
教
育
課
長

4
中
学
校
が
1
中
に
な

っ
て
新
設
校
が
発
足
す
る
こ

と
か
ら
、
27
年
度
中
に
あ
る

程
度
の
改
修
を
行
い
た
い
の

で
、
新
年
度
当
初
か
ら
設
計

を
組
み
、
そ
れ
か
ら
監
理
業

務
も
合
わ
せ
て
発
注
し
な
が

ら
工
事
を
行
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

渡
辺
文
子　

議
員

柿
島
団
地
、
新
し
く
て
住

み
良
い
団
地
が
で
き
て
も
、

5
年
過
ぎ
た
ら
家
賃
が
高
く

な
り
よ
そ
に
行
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
度
重
な
る
こ
と
に
対

し
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。　

一
つ
の
対
策
と
し
て
、
町

有
住
宅
と
か
、
そ
れ
か
ら
空

き
家
を
町
有
住
宅
に
す
る

と
か
と
い
う
考
え
は
な
い
の

か
。

建
設
課
長

公
営
住
宅
法
の
規
定
に
則

り
粛
々
と
事
務
を
進
め
て
い

る
。
町
と
し
て
は
定
住
の
た

め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
丸

滝
分
譲
地
が
対
策
の
一
環
と

理
解
し
て
い
る
。

「
町
有
住
宅
の
建
設
を
進

め
る
べ
き
だ
」
と
の
意
見
に

つ
い
て
は
建
設
費
、
規
模
、

家
賃
等
の
関
係
や
空
き
家
利

用
も
含
め
、
今
後
の
検
討
課

題
と
す
る
。

芦
澤
健
拓
議
員

町
税
の
個
人
分
・
固
定
資

産
税
が
減
額
で
あ
る
が
、
こ

の
減
額
の
理
由
は
。

税
務
課
長

住
民
税
は
、
納
税
者
が
減

っ
て
い
る
こ
と
、
固
定
資
産

税
は
3
年
に
一
度
の
評
価
替

え
の
時
期
で
あ
り
、
土
地
の

評
価
及
び
各
評
価
が
下
が
っ

て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

川
口
福
三
議
員

金
山
博
物
館
の
館
長
の
報

酬
と
現
代
工
芸
美
術
館
の
館

長
報
酬
は
同
じ
よ
う
な
職
務

で
あ
り
な
が
ら
、
金
山
博
物

館
は
２
０
０
万
4
千
円
、
現

代
工
芸
美
術
館
は
２
７
６
万

円
で
あ
る
が
、
こ
の
差
額
の

理
由
を
聞
く
。

生
涯
学
習
課
長

金
山
博
物
館
、
現
代
工

芸
美
術
館
と
も
教
育
施
設

と
し
て
設
置
、
開
館
、
運
営

を
し
て
い
る
。
金
山
博
物

館
館
長
の
報
酬
は
、
週
3

日
の
勤
務
形
態
で
、
1
日

1
万
３
３
６
０
円
と
い
う
単

価
の
も
と
年
間
約
１
５
０
日

で
報
酬
を
算
出
し
て
い
る
。

現
代
工
芸
美
術
館
の
館
長

の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
月
額

23
万
円
の
12
カ
月
で
算
出
し

て
い
る
。

田
中
一
泰
議
員

特
定
教
育
保
育
施
設
費

の
民
間
保
育
所
の
保
育
費
用

が
1
億
４
８
０
０
万
円
あ
る

が
、ど
う
い
う
基
準
で
費
用

が
出
て
い
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

従
前
は
民
間
保
育
所
費

で
あ
っ
た
が
、
新
制
度
の
移

行
に
よ
り
保
育
所
の
運
営
費

に
あ
た
る
部
分
の
も
の
で
あ

る
。新

年
度
か
ら
新
制
度
に
移

行
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
新

し
く
特
定
教
育
保
育
施
設
費

を
設
け
た
。

前
年
度
の
実
績
見
込
額

の
利
用
児
童
１
人
当
た
り
の

額
に
、
新
年
度
の
利
用
見
込

み
児
童
数
を
乗
じ
て
算
出
し

た
。

平成 27 年 3 月定例会本会議質疑

町営住宅≪柿島団地≫（久那土地内）
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議案に対する賛否 
（賛成 : ○・反対 : ×・棄権△）

深
澤　

勝

赤
池　

朗

田
中
一
泰

広
島
法
明

柿
島
良
行

芦
澤
健
拓

松
浦　

隆

福
與
三
郎

草
間　

天

川
口
福
三

渡
辺
文
子

伊
藤
文
雄

野
島
俊
博

河
井　

淳
●条例の制定について 議案第１号・３号・４号・５号は全員賛成にて可決

　

●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

議案第 2 号　子ども・子育て支援法の施行に伴い、
特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の利用者負担額等を定め
るための制定。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 6 号　地方教育行政の組織及び運営に関す
る法律の一部を改正する法律の施
行による教育公務員特例法の改正
に伴い、教育長の職務に専念する義
務の特例を定めるための制定。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

●条例の一部を改正する条例について 議案第7号・8号・9号・10号・11号・12号・14号・15号・16号・
17 号・18 号・21号から 42 号までは全員賛成にて可決

議案第13号　身延町介護保険条例の一部を改正
する条例について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第19号　地方教育行政の組織及び運営に関
する法律の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第20号　身延町教育委員会教育長の給与等
及び旅費に関する条例を廃止する
条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

●補正予算 平成 26 年度一般会計補正予算第 29 号及び議案第 30 号
から議案第 40 号特別会計補正予算は全員賛成にて可決

議案第41号　平成 27 年度身延町一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○

 （動議）
※平成 27 年度身延町一般会計予算修正（案）

●教育費の中学校費、学校管理費のうち身延中学校大
　規模改修に関わる予算を減額修正するもの

○ × × × × ○ ○ × × ○ ○ × ×

●平成 27 年度特別会計予算 議案第 42 号及び議案 45 号から議案第 50 号は全員賛
成にて可決

議案第43号　平成 27 年度身延町後期高齢者医療
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第44号　平成 27 年度身延町介護保険特別会
計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

財産区特別会計　議案第 51 号から議案第 62 号 恩賜林保護財産区８特別会計予算及び西嶋・曙・大河内・
下山地区財産区特別会計は全員賛成で可決

議案第63号　身延町防災行政無線施設デジタル化
工事請負契約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※追加議案 平成 27 年第１回身延町議会定例会追加提出議案

議案第64号　身延町副町長の定数を定める条例
の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第65号　身延町特別職報酬等審議会条例の
一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

その他：「諮問第 1 号」及び「同意第 1 号から８号」が提出された。 起立全員で可決。
　　　  発委第１号：「身延町議会委員会条例の一部を改正する条例」。 挙手全員で可決。



●�（仮称）身延中学校統合準備委員会設置要綱と内容に疑問があるため、議会から町長および教
育委員会への申し入れのお願い。

　・請 願 者　小中学校統廃合を考える会
　・紹介議員　松浦　隆
　・提 出 先　町長および教育委員会

　※ （仮称）身延中学校統合準備委員会設置要綱とその作業内容に疑問がある。そこで、議会から町長お
よび教育委員会へ以下の事項につき申し入れを行っていただきたい。

※請願要旨
　１．（仮称）身延中学校統合準備委員会（以下、準備委員会）の保護者代表に、統合予定の平成 28 年度

以降に入学する、現在小学校児童の保護者も加えるよう教育委員会に働きかけてください。
　２．（仮称）身延中学校準備委員会の地域代表を公募によって選出することと、節目には町民への公聴会

を設けることを、教育委員会に働きかけてください。
　３．（仮称）身延中学校統合準備委員会は、原則公開することを教育委員会に働きかけてください。
　４．身延町は近い将来発生が予想される東南海地震の激震地域です。（仮称）身延中学校は、下部地区・

中富地区から遠距離にあり、通学時の災害発生への対応が懸念されています。誰がどのように責任を
負うのか明確にすることを教育委員会に働きかけてください。

　５．久那土・下部・西嶋地区などから市川三郷町の六郷中学校への就学を希望する児童が多数います。児
童の希望を受け入れるよう町長と教育委員会に働きかけてください。

　６．昨年 9 月議会一般質問で教育委員会は、教育振興基本計画の策定を言明しましたが、いまだ実現され
ていません。教育振興基本計画は、身延町教育行政の第一歩です。早急の策定を教育委員会に働き
かけてください。

●結　果
　 　 中学校統合準備委員会に、保護者を加える申し入れなど６項目のうち４項目（上記１・３・４・６項）

を採択し、市川三郷・六郷中への就学を認めるよう町長および教育委員会への働き２項目（上記２・５項）
は不採択となった。
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討 論賛成
●
松
浦
隆　

議
員　

　

 　

 

な
ぜ
委
託
料
と
一
緒
に
工
事
請
負
費
も
計
上
さ

れ
る
の
か
。
教
育
委
員
会
の
進
め
方
に
疑
念
を
い

だ
い
て
い
る
。
身
延
中
学
校
の
大
規
模
改
修
工
事

を
設
計
が
終
了
し
た
中
で
再
検
証
し
、
決
定
す
べ

き
で
あ
る
。

●
渡
辺
文
子　

議
員

　

 　

  

昨
年
12
月
議
会
で
議
決
し
、大
改
修
の
準
備
を

し
て
き
た
こ
と
で
の
当
初
予
算
の
計
上
、な
ぜ
も

っ
と
早
く
計
画
的
に
修
繕
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　

    　

 

教
育
条
件
整
備
は
教
育
委
員
会
の
大
き
な
仕

事
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
き
ち
ん
と
仕
事

を
す
べ
き
で
あ
る
。

請

願

反対
●
広
島
法
明　

議
員　

　

 　

 

国
庫
補
助
金
の
関
係
等
、
止
む
を
得
な
い
措

置
。
ま
た
「
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
放
っ
て
お
い

た
の
か
」
を
し
っ
か
り
反
省
し
た
上
で
、
28
年

４
月
か
ら
受
け
入
れ
る
生
徒
の
環
境
は
整
え
る

べ
き
と
考
え
る
。

●
福
與
三
郎　

議
員　

　
 　

 

28
年
４
月
入
学
す
る
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
す
べ
て
の
生
徒
の
教
育
環
境
の
向
上
に
資

す
る
も
の
で
あ
り
、
内
装
改
修
、
壁
の
改
修
、

床
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
改
修
な
ど
、
あ
く
ま
で
も

教
育
環
境
の
美
化
向
上
を
主
眼
と
し
た
も
の
で

あ
る
。

身
延
中
学
校
改
修
費
を
減
額
し
、

０
円
と
す
る
よ
う
求
め
る
修
正
動
議

●
発
議
者
　
深
澤
　
勝
　
議
員

川
口
福
三
　
議
員
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議案に対する賛否 
（賛成 : ○・反対 : ×・棄権△）

深
澤　

勝

赤
池　

朗

田
中
一
泰

広
島
法
明

柿
島
良
行

芦
澤
健
拓

松
浦　

隆

福
與
三
郎

草
間　

天

川
口
福
三

渡
辺
文
子

伊
藤
文
雄

野
島
俊
博

河
井　

淳

●条例の一部を改正する条例について
　

●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

議案第66号　身延町長の給与及び旅費条例の一部
を改正する条例の一部を改正する条
例について

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

●平成 26 年度補正予算

議案第67号　身延町一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第68号　身延町土地開発事業特別会計補正
予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●人 事 案 件

同意第 9 号　身延町副町長の選任について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

同意第10号　身延町教育委員会教育長の任命につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○

第
１
回
臨
時
会
開
催

開
催
日
　
平
成
27
年
3
月
26
日

副
町
長
・

教
育
長
決
ま
る

○
案
件

　

・
身
延
町
長
の
給
与
及
び
旅
費
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

・
26
年
度
身
延
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　

・
26
年
度
身
延
町
土
地
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
人
事
に
関
す
る
案
件
）

　

・
身
延
町
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
（ 

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
む
け
、
町
長
の
補
佐
役

と
し
て
選
任
）

　

・
身
延
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　
　
（ 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
、

新
制
度
に
よ
る
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し

た
新「
教
育
長
」を
任
命
。今
ま
で
の
教
育
委
員
長
は
、

27
年
３
月
31
日
で
委
員
長
の
職
は
失
職
と
な
る
。）

教
育
長 

鈴
木
　
高
吉 

氏

副
町
長 

望
月
　
幹
也 

氏
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ここが聞きたい！

野島　俊博 議員

安
心
し
て
産
み
育
て
る
環
境
整
備
は

27
年
度
か
ら
給
付
事
業
を
実
施
す
る

問　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
環
境
整
備
に
つ
い
て

の
本
町
の
取
り
組
み
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

本
町
で

は
、
５
年
間
を
１
期
と
す
る

身
延
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
を
策
定
し
、
27

年
度
か
ら
計
画
的
に
給
付
事

業
を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
と
子
育
て
を
応
援
す

る
町
を
基
本
理
念
と
し
、
今

後
、
各
種
施
策
の
推
進
に
取

り
組
む
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度

問　

県
で
は
減
額
措
置
の
補
て

ん
に
充
て
て
い
た
経
費
を
、

障
害
者
施
策
の
よ
り
一
層
の

充
実
に
活
用
す
る
と
言
っ
て

い
た
が
、
そ
の
見
直
し
に
よ

る
効
果
と
内
容
を
聞
く
。

福
祉
保
健
課
長　

昨
年
11
月

診
療
分
か
ら
見
直
し
が
行
わ

れ
、
先
月
２
月
に
第
１
回
目

の
自
動
償
還
が
行
わ
れ
た
。

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
見
直

し
効
果
と
し
て
具
体
的
な
削

減
額
は
把
握
し
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。
新
規
に
整

備
し
た
施
設
の
今
後
の
運
営

費
負
担
も
含
め
「
障
害
者
施

策
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
」
と
の
回
答
を
得

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

子
育
て
支
援
、
健
常
者
、

27
年
10
月
か
ら
高
校
生
ま
で

医
療
費
窓
口
無
料
化
。

　
　

重
度
心
身
障
害
者
１
級
か

ら
３
級
、
一
番
弱
い
と
こ
ろ

が
自
動
償
還
方
式
、
弱
い
部

分
に
手
を
さ
し
の
べ
る
の
が

政
治
で
あ
る
と
思
う
が
、
現

状
、
子
育
て
世
帯
に
お
い
て

問
題
は
な
い
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

医
療
費
窓

口
無
料
方
式
か
ら
自
動
償

還
方
式
へ
変
更
し
た
こ
と
に

よ
り
、
一
時
的
と
は
い
え
従

来
に
な
い
出
費
が
家
計
に
現

わ
れ
、
大
な
り
小
な
り
影
響

が
出
る
こ
と
は
想
像
さ
れ
る

が
、
今
ま
で
直
接
こ
の
よ
う

な
問
題
・
相
談
は
福
祉
保
健

課
に
は
な
い
。

問　

子
育
て
支
援
制
度
、
本
年

10
月
よ
り
高
校
生
ま
で
医
療

費
窓
口
無
料
化
、
そ
し
て
こ

う
し
た
助
成
制
度
で
医
者
に

か
か
り
や
す
く
な
り
、
結
果

と
し
て
医
療
費
が
増
加
す
る

こ
と
が
な
い
の
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
し
ま
う
が
、
重

度
心
身
障
害
者
は
自
動
償
還

払
い
方
式
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

福
祉
保
健
課
長　

同
じ
子
ど
も

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
異

な
る
扱
い
で
あ
り
、
障
害
を

お
持
ち
の
子
ど
も
さ
ん
に
、

よ
り
負
担
を
求
め
る
こ
と
、

こ
の
こ
と
に
矛
盾
と
憤
り
を

感
ず
る
ご
家
族
の
お
気
持
ち

は
、
窓
口
で
直
接
事
務
を
担

う
私
ど
も
職
員
も
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。

　
　

重
度
医
療
の
助
成
も
含
め

た
一
連
の
障
害
者
福
祉
施
策

の
中
で
、
障
害
を
お
持
ち
の

子
ど
も
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族

の
支
援
に
今
後
も
努
め
る
。

一 般 質 問
子育て支援

問

答

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
町
長
へ
の
質
問

・�

町
民
に
や
さ
し
い
「
安
心
・
安

全
で
住
み
良
い
町
づ
く
り
」

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
考
え

は
。

・�

町
民
や
町
を
ど
の
よ
う
な
方

向
に
導
き
た
い
の
か
。

・�

20
年
先
、
30
年
先
、
将
来
の

身
延
町
の
あ
る
べ
き
姿
、
ど

ん
な
身
延
町
に
な
っ
て
ほ
し

い
の
か
、
町
長
の
思
い
は
。

・�

将
来
の
身
延
町
と
し
て
の
指

針
を
示
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
町
長

の
考
え
を
聞
く
。

●
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

●
観
光
施
策
に
つ
い
て
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問　

国
が
進
め
る
地
方
創
生
事

業
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

創
生
法
の
内
容
は
。

政
策
室
長　

急
速
な
少
子
高

齢
化
に
対
し
、
東
京
圏
へ
の

集
中
の
是
正
と
地
方
の
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
夢
や
希
望

を
持
ち
、
豊
か
な
生
活
の
営

み
と
個
性
豊
か
な
人
材
の
確

保
、
魅
力
あ
る
多
様
な
就
業

の
機
会
の
推
進
等
、
将
来
の

目
標
や
基
本
的
方
向
を
提
示

し
、
具
体
的
な
施
策
を
ま
と

め
、
５
ヵ
年
計
画
で
総
合
的

に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

問　

地
方
創
生
事
業
を
町
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

政
策
室
長　

国
や
県
の
協
力
を

得
て
、
県
内
で
最
上
位
と
な

る
よ
う
な
、
町
独
自
の
施
策

を
策
定
す
る
た
め
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

施
策
を
策
定
す
る
取
り
組

み
に
対
す
る
町
の
考
え
は
。

政
策
室
長　

国
と
地
方
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
る
新
し
い
事

業
で
、
地
方
版
総
合
戦
略
の

策
定
に
は
多
く
の
地
域
の
声

を
反
映
し
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
最
上
位
の
評
価
を

得
ら
れ
る
内
容
に
し
た
い
。

問　

26
年
度
補
正
予
算
で
の
地

方
先
行
型
事
業
で
申
請
さ
れ

た
事
業
は
。

政
策
室
長　

身
延
町
ウ
ェ
ル

カ
ム
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事

業
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
計
画
事
業
、
空
き
家
情
報

台
帳
整
備
利
活
用
事
業
、
観　

光
情
報
発
信
災
害
情
報
伝

達
事
業
、
情
報
通
信
業
務
継

続
計
画
策
定
事
業
の
５
事
業

を
申
請
し
た
。
こ
れ
に
地
方

版
総
合
戦
略
の
策
定
が
加
わ

る
。

問　

地
方
版
総
合
戦
略
で
、
空

き
家
を
利
用
し
移
住
希
望
者

を
受
け
入
れ
る
考
え
は
。

政
策
室
長　

空
き
家
情
報
台
帳

の
整
備
を
図
り
積
極
的
に
進

め
て
行
き
た
い
。

問　

戦
略
会
議
（
仮
称
）
の
創

設
時
期
と
構
成
員
は
。

町
長　

新
年
度
早
々
に
、
一
般

公
募
、
有
識
者
等
を
20
人
程

度
選
定
し
創
設
し
た
い
。

問　

本
町
の
地
方
版
総
合
戦
略

を
国
に
提
出
す
る
時
期
は
。

政
策
室
長　

秋
頃
ま
で
に
は
策

定
し
提
出
し
た
い
。

問　

地
方
創
生
人
材
支
援
等
の

制
度
の
利
用
の
考
え
は
。

町
長 　
地
方
創
生
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
制
度（
※
）で
各
省
庁
等

の
職
員
が
相
談
窓
口
と
し
て

専
任
さ
れ
て
い
る
。
積
極
的

に
相
談
し
日
本
一
の
地
方
版

総
合
戦
略
を
策
定
し
た
い
。

問　

地
方
創
生
の
核
と
な
る
政

策
室
の
改
革
の
考
え
は
。

町
長　

今
の
人
員
で
は
厳
し
い

と
考
え
る
。
検
討
し
た
い
。

問　

地
方
創
生
事
業
を
き
っ
か

け
に
、
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
る
考
え
は
。

町
長　

地
方
版
総
合
戦
略
が
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
示
し
て

い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

※ 

地
方
創
生
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

制
度

　

 　

 

市
町
村
等
の
要
望
に
応

じ
て
、
当
該
地
域
に
愛
着
・

関
心
を
持
つ
意
欲
あ
る
府

省
庁
の
職
員
を
相
談
窓
口

と
し
て
活
用
す
る
制
度
。

地
方
創
生
事
業
に
対
す
る
町
の
取
組
み
へ
の
考
え
は

町
民
の
声
を
反
映
し
日
本
一
の
総
合
戦
略
の
策
定
を
進
め
た
い

問

答

地方創生事業

松浦　　隆 議員

一 般 質 問
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問　
「
地
方
教
育
行
政
に
関
す

る
法
律
」（
以
下
、「
地
教
行

法
」
と
略
す
。）
の
改
正
で
、

教
育
長
を
首
長
が
任
命
す
る

こ
と
に
な
り
、
教
育
の
政
治

的
中
立
性
が
確
保
で
き
る
の

か
と
い
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
町
長
の
見
解
を
。

町
長　

首
長
が
任
命
す
る
と
言

っ
て
も
教
育
長
の
独
立
性
に
変

わ
り
は
な
い
。政
治
的
中
立
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
「
地
教
行
法
」
改
正
で
、

町
長
は
権
限
の
拡
大
を
考
え

て
い
る
か
。

町
長　
「
総
合
教
育
会
議
」を
主

宰
し
、教
育
大
綱
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

教
育
行
政
の
計
画
執
行
は
あ

く
ま
で
も
教
育
委
員
会
に
よ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　

町
の
教
育
方
針
を
教
育
大

綱
で
策
定
す
る
が
、
大
綱
の

素
案
を
策
定
し
て
い
る
か
。

町
長　

総
合
教
育
会
議
が
発
足

し
て
い
な
い
の
で
、
素
案
は

ま
だ
策
定
し
て
い
な
い
。

問　

教
育
振
興
基
本
計
画
の
策

定
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
長　

27
年
度
の
半
ば
に
は

策
定
し
た
い
。

問　

教
育
大
綱
と
教
育
振
興
基

本
計
画
の
両
方
を
策
定
す
る

の
か
。

教
育
長　

大
綱
は
、
新
体
制
が

で
き
た
ら
策
定
す
る
。
教
育

振
興
基
本
計
画
は
５
年
程
度

の
期
間
を
見
て
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
大
綱
で
大
筋

を
決
め
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

問　

学
校
統
合
は
不
平
等
不

公
平
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
て
お
り
、
新
教
育
長
に
は

「
公
平
・
公
正
で
リ
ベ
ラ
ル

な
人
」を
選
任
し
て
ほ
し
い

と
い
う
希
望
が
あ
る
。す
で

に
新
教
育
長
の
選
任
を
決
定

し
て
い
る
の
か
、そ
れ
と
も
、

現
教
育
長
を
留
任
さ
せ
る
予

定
か
。

町
長　

経
過
措
置
も
あ
り
、
人

事
案
件
で
も
あ
る
の
で
答
弁

は
さ
し
控
え
る
。

統
合
準
備
委
員
会
の
件

問　

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
、
統
合
準
備
委

員
会
の
保
護
者
代
表
を
２

月
６
日
ま
で
に
出
す
よ
う
に

と
い
う
文
書
が
出
さ
れ
て
い

る
。
通
常
、
新
役
員
は
４
月

に
選
出
さ
れ
る
と
い
う
の
が

一
般
常
識
だ
が
、
な
ぜ
、
こ

の
よ
う
な
時
期
に
準
備
委
員

会
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
条
例
改
正
案
を
出

す
の
が
遅
れ
た
た
め
に
余
裕

が
な
く
な
っ
た
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

年
度
替
わ
り

の
事
情
に
つ
い
て
は
十
分
承

知
し
て
い
る
。
統
合
は
１
年

有
余
先
と
は
い
っ
て
も
目
前

に
迫
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で

委
員
会
の
設
置
を
急
い
だ
。

教
育
長　

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
進
め
な
い
と
来
年
４
月
に

は
支
障
を
き
た
す
と
い
う
判

断
で
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
。

問　

当
初
か
ら
統
合
に
反
対
し

て
き
た
久
那
土
中
は
委
員
を

出
し
て
い
な
い
中
で
、
第
１

回
委
員
会
を
実
施
し
た
の
は

不
条
理
で
は
な
い
か
。

教
育
委
員
長　

保
護
者
代
表
は

「
充
て
職
」
で
あ
る
と
い
う

こ
と
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
て

し
か
お
願
い
で
き
な
い
の
で

選
出
し
て
も
ら
っ
た
。

問　

学
校
は
地
域
の
皆
さ
ん
に

支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
と
言

い
な
が
ら
、
４
中
学
な
の
に

地
域
代
表
を
３
地
区
か
ら
２

人
ず
つ
選
出
し
た
理
由
は
。

教
育
長　

学
校
の
意
見
は
保
護

者
代
表
と
校
長
・
教
頭
か
ら

で
足
り
る
が
、
地
域
の
声
も

必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

教
育
委
員
会
が
地
域
代
表
を

選
任
し
た
。

問　

校
長
・
教
頭
は
地
元
の
人

間
で
な
い
こ
と
が
多
い
。
教

育
委
員
長
は
「
充
て
職
」
と

言
っ
て
い
た
が
、
そ
ん
な
い

い
加
減
な
準
備
委
員
会
で
は

な
い
と
思
う
が
。

教
育
委
員
長　
「
充
て
職
」
と

言
っ
た
の
は
校
長
・
教
頭
の

こ
と
で
あ
る
。

問　

久
那
土
中
だ
け
で
な
く
中

富
中
や
西
島
小
・
原
小
の
保

護
者
も
身
延
中
へ
の
統
合
に

は
反
対
し
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
準
備
委
員
会
を

開
催
し
て
も
十
分
な
議
論
は

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

円
滑
な
統
合
が
行
わ
れ
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

学
校
統
合
が
議
決
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
向

か
っ
て
ま
い
進
す
る
の
が
務

め
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
案
に
つ
い
て

　
　

質
問
で
き
な
か
っ
た
が
、

私
は
、
こ
の
法
案
に
批
判
的

な
立
場
で
あ
る
こ
と
だ
け
表

明
し
て
お
く
。

教
育
の
政
治
的
中
立
性
は
確
保
さ
れ
る
か

教
育
基
本
法
な
ど
の
諸
制
度
で
守
ら
れ
て
い
る

地教行法

問

答

一 般 質 問

芦澤　健拓 議員
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問　

行
政
や
議
会
は
公
開
が
原

則
。
身
延
中
学
校
統
合
準
備

委
員
会
の
傍
聴
を
断
ら
れ
た

が
、
傍
聴
が
だ
め
だ
と
い
う

権
限
が
教
育
委
員
会
に
あ
る

の
か
。

学
校
教
育
課
長　

公
開
を
し
な

い
の
で
な
く
、
準
備
委
員
会

委
員
の
率
直
な
意
見
交
換
の

た
め
傍
聴
に
つ
い
て
は
断
っ

た
。

問　

定
例
の
教
育
委
員
会
も
傍

聴
が
ほ
と
ん
ど
出
来
ず
、
秘

密
裏
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
ん
な
や
り
方
が
本
当
に
子

ど
も
の
た
め
に
な
る
の
か
。

住
民
の
信
頼
も
得
ら
れ
な

い
。

教
育
長　

準
備
委
員
会
は
、
一

回
目
だ
っ
た
の
で
傍
聴
は
避

け
て
も
ら
っ
た
が
二
回
目
以

降
は
議
員
が
言
っ
た
よ
う
に

な
る
と
思
う
。

問　

こ
の
統
廃
合
に
不
同
意
を

出
し
た
保
護
者
会
に
対
し
、

何
か
働
き
か
け
を
し
た
の

か
。

教
育
長　

特
に
な
い
。
た
だ
し
、

同
意
、
不
同
意
に
関
わ
ら
ず

統
合
準
備
委
員
の
推
薦
を
お

願
い
し
た
。

問　

保
護
者
の
み
な
さ
ん
が
苦

渋
の
思
い
で
出
し
た
不
同
意

に
、
教
育
委
員
会
は
何
の
関

心
も
誠
意
も
示
さ
な
い
。
同

意
の
た
め
の
努
力
も
し
な
い

で
、
不
同
意
の
ま
ま
で
統
合

準
備
委
員
会
に
代
表
を
出
せ

と
い
う
の
は
非
常
識
で
誠
意

の
な
い
や
り
方
だ
。

教
育
長　

議
決
を
し
た
統
合
に

向
け
進
め
て
い
く
。

問　

子
ど
も
の
た
め
と
言
っ
て

い
る
が
、
今
は
子
ど
も
を
苦

し
め
て
い
る
。
不
同
意
を
出

し
た
保
護
者
の
思
い
に
寄
り

添
う
こ
と
が
必
要
だ
。

教
育
長　

現
状
を
考
え
る
と
ベ

ス
ト
で
は
な
い
が
、
今
で
き

る
最
大
の
こ
と
。

問　

統
合
に
よ
り
遠
距
離
通
学

に
な
る
た
め
、
区
域
外
の
中

学
校
を
希
望
す
る
保
護
者
の

要
望
に
応
え
る
べ
き
だ
と
思

う
が
。

教
育
長　

統
合
後
、
距
離
が
遠

く
時
間
が
か
か
る
の
で
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
配
置
し
30
分

程
度
で
到
達
で
き
る
計
画
を

立
て
て
い
る
。

問　

何
台
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
出

そ
う
が
、
距
離
は
縮
ま
ら
な

い
。
最
初
か
ら
遠
す
ぎ
て
無

謀
な
計
画
だ
と
保
護
者
や
住

民
が
言
う
の
を
無
視
し
計
画

を
進
め
て
き
た
教
育
委
員
会

の
責
任
だ
。

教
育
長　

計
画
は
議
会
で
議
決

さ
れ
て
い
る
の
で
前
に
進
む

し
か
な
い
。

問　

区
域
外
通
学
に
対
す
る
教

育
委
員
会
の
考
え
は
。

教
育
委
員
長　

教
育
委
員
会
同

士
の
協
議
で
、
先
方
が
許
可

す
る
と
い
う
事
務
手
続
き
に

な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
先
方

と
協
議
を
し
て
い
な
い
。

問　

一
月
末
に
は
要
望
書
が
で

て
い
る
。
子
ど
も
や
保
護
者

に
と
っ
て
は
、
本
当
に
切
実

な
問
題
で
一
生
に
関
わ
る
こ

と
子
供
達
の
願
い
が
叶
う
方

向
で
早
急
に
協
議
を
進
め
て

欲
し
い
と
思
う
が
。

教
育
委
員
長　

統
合
中
学
校
に

通
う
の
は
原
則
で
、
例
外
に

つ
い
て
は
大
き
な
検
討
材
料

な
の
で
、
今
慎
重
に
や
っ
て

い
る
。

問　

教
育
振
興
基
本
計
画
は
教

育
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
公

募
を
含
め
た
住
民
の
広
範
な

意
見
を
取
り
入
れ
早
急
に
作

る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

教
育
長　

今
年
度
の
半
ば
に
各

種
計
画
に
通
底
す
る
よ
う
な

基
本
計
画
を
制
定
し
た
い
。

公
募
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
で
話
し
合
っ
て
決
め
た

い
。

公
開
が
原
則
の
統
合
準
備
委
員
会
の
傍
聴
が
出
来
な
い
理
由
は

公
開
し
な
い
の
で
は
な
く
、初
会
議
な
の
で
傍
聴
を
断
っ
た

問

答

統合準備委員会

渡辺　文子 議員

一 般 質 問
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一 般 質 問

国
道
52
号
沿
線
対
策

問　

中
部
横
断
自
動
車
道
開
通

後
の
国
道
52
号
の
通
行
量
の

予
測
は
。

建
設
課
長　

関
東
地
方
整
備
局

に
よ
る
と
、
富
沢
イ
ン
タ
ー

か
ら
六
郷
イ
ン
タ
ー
間
の
開

通
に
よ
り
一
日
の
交
通
量
は

約
２
９
０
０
台
、
率
に
す
る

と
23
・
8
％
減
少
す
る
と
予

測
し
て
い
る
。

問　

交
通
量
の
減
少
に
よ
り
、

国
道
52
号
沿
線
の
衰
退
が
考

え
ら
れ
る
が
そ
の
対
策
は
。

観
光
課
長　

町
民
総
ガ
イ
ド
運

動
の
推
進
に
よ
り
、
生
活
し

や
す
い
地
域
の
実
現
、
効
果

的
な
情
報
発
信
や
新
た
な

地
域
資
源
の
開
拓
等
に
努
め

る
。

政
策
室
長　

地
方
創
生
事
業
の

地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
中

で
、
広
く
提
案
を
頂
き
検
討

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

林
道
豊
岡
梅
ヶ
島
線
の

通
行
再
開
の
メ
ド

問　

林
道
豊
岡
梅
ヶ
島
線
の
改

修
工
事
の
状
況
及
び
通
行
再

開
の
見
通
し
は
。

産
業
課
長　

山
梨
県
に
お
い
て

災
害
復
旧
事
業
に
よ
り
鋭
意

復
旧
改
修
工
事
を
行
っ
て
い

る
が
、
急
峻
な
山
間
部
と
い

う
厳
し
い
地
形
と
冬
季
に
施

工
で
き
な
い
条
件
の
中
で
現

在
の
崩
落
個
所
の
改
修
に
平

成
29
年
度
ま
で
を
要
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。

問　

静
岡
市
と
連
携
し
て
将
来

的
に
身
延
町
か
ら
梅
ヶ
島
間

の
ト
ン
ネ
ル
整
備
を
関
係
機

関
に
働
き
か
け
る
事
を
要
望

す
る
が
町
の
考
え
は
。

政
策
室
長　

豊
岡
と
梅
ヶ
島
の

地
域
間
交
流
に
は
長
い
歴
史

が
あ
る
。
今
後
も
交
流
を
続

け
て
頂
く
と
同
時
に
、
ト
ン

ネ
ル
整
備
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
と
検
討
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

高
齢
者
の
介
護
・
見
守
り

問　

自
宅
で
の
介
護
が
困
難
な

世
帯
で
、
町
内
の
施
設
等
に

お
い
て
生
活
す
る
事
を
望
ん

で
い
る
高
齢
者
へ
の
対
応
に

つ
い
て
町
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長　

町
内
に
は
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
２
施

設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
１

施
設
の
入
所
施
設
が
あ
り
、

定
員
は
計
１
９
４
床
。

　
　

こ
の
ほ
か
認
知
症
対
応
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
定
員
18
人

の
施
設
が
あ
る
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
は
、

入
所
に
は
３
年
か
ら
５
年
待

ち
も
珍
し
く
な
い
。
そ
こ
で

27
年
度
か
ら
地
域
密
着
型

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
増
床
、
定
員
枠
の
拡
大

を
３
カ
年
計
画
で
考
え
て
い

る
。

問　

高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
活

動
で
、
宅
配
関
係
業
者
等
と

の
見
守
り
活
動
協
定
の
実
施

状
況
は
。

福
祉
保
健
課
長　

協
定
を
結
ぶ

作
業
が
遅
れ
て
い
る
。
現
在

徘
徊
高
齢
者
の
発
見
や
通
報

も
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
た
め
、
実
施
要
綱
案

を
作
成
中
。
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
要
綱
に
基
づ
き
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
用
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
部
横
断
道
開
通
後
の
国
道
52
号
沿
線
衰
退
防
止
策
は

効
果
的
な
情
報
発
信
や
新
た
な
地
域
資
源
の
開
拓
に
努
め
る

柿島　良行 議員

沿線衰退防止策

問

答

通行止めとなっている林道豊岡梅ケ島線

中部横断道開通後、交通量の減少が予想される
国道５２号（相又地内）
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問��
身
延
町
の
国
民
健
康
保
険

一
人
当
た
り
平
均
医
療
費
の

状
況
と
、
県
下
27
市
町
村
の

中
で
の
順
位
は
。

町
民
課
長　

全
被
保
険
者
１

人
当
た
り
の
平
均
医
療
費

39
万
６
３
４
９
円
、
県
下
で

２
番
目
に
高
い
順
位
。
一
般

被
保
険
者
１
人
当
た
り
は

40
万
２
６
１
円
で
同
じ
く

２
番
目
に
高
い
。
前
期
高

齢
者
医
療
１
人
当
た
り
は

54
万
４
２
０
８
円
、
県
下
で

１
番
高
い
医
療
費
で
あ
る
。

問　

１
人
当
た
り
医
療
費
が
高

額
で
推
移
し
て
お
り
驚
く
べ

き
上
位
で
あ
る
た
め
被
保
険

者
が
負
担
す
る
国
保
税
に
大

き
く
関
わ
る
こ
と
か
ら
県
下

で
ど
の
水
準
に
あ
る
の
か
、

ま
た
最
も
低
い
市
町
村
の
国

保
税
額
は
。

町
民
課
長　

25
年
度
の
国
保

税
は
11
万
２
３
９
３
円
、

県
平
均
の
1
・
１
３
倍
、

１
万
３
０
３
７
円
負
担
が
大

き
く
、
27
市
町
村
中
３
番
目

に
高
い
、
な
お
国
保
税
が
最

も
低
い
の
は
丹
波
山
村
で
１

人
当
た
り
６
万
２
７
２
５
円

で
あ
る
。

問　

何
が
要
因
で
県
下
、
上
位

の
医
療
費
で
あ
る
の
か
医
療

費
抑
制
の
取
り
組
み
は
。

町
民
課
長　

が
ん
や
生
活
習
慣

病
等
、
慢
性
的
な
病
気
の
増

加
と
高
齢
化
が
背
景
に
増
加

傾
向
に
あ
る
。

福
祉
保
健
課
長　

が
ん
、
循
環

器
疾
患
、
糖
尿
病
予
防
等
健

診
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

予
防
検
診
の
充
実

問　

胃
が
ん
の
最
大
の
原
因
と

さ
れ
る
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有

無
を
判
定
す
る
胃
が
ん
リ
ス

ク
検
査
を
行
な
い
、
町
民
の

健
康
と
が
ん
予
防
に
よ
る
医

療
費
抑
制
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長　

町
に
お
い
て

は
、
国
の
指
針
を
基
本
と
し

て
が
ん
検
診
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
、
ピ
ロ
リ
菌
に
つ

い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と

す
る
。

人
口
減
少
歯
止
め
対
策

問　

新
た
な
移
住
者
及
び
、
定

住
者
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
、
今
あ
る
制
度
の
充

実
と
定
住
対
策
の
強
化
が
不

可
欠
で
あ
り
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
の
内
容
、
登
録
状
況
、

実
積
に
つ
い
て
伺
う
。

政
策
室
長　

空
き
家
の
賃
貸
や

売
却
等
の
希
望
者
は
登
録
申

し
込
み
が
必
要
、
又
、
利
用

希
望
者
は
利
用
申
し
込
み
が

必
要
と
な
る
、
本
年
２
月
末

の
実
積
は
登
録
件
数
28
件
、

う
ち
成
約
は
22
件
で
あ
る
。

問　

全
国
一
の
空
き
家
バ
ン
ク

で
成
果
を
挙
げ
て
い
る
長
野

県
佐
久
市
で
は
移
住
促
進
の

た
め
補
助
金
制
度
を
立
ち
上

げ
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い

る
、
人
口
減
を
食
い
止
め
る

た
め
助
成
制
度
の
導
入
は
。

政
策
室
長　

助
成
制
度
は
実
施

し
て
い
な
い
。
今
後
、
内
容

等
調
査
し
検
討
す
る
。

地
方
版
総
合
戦
略
の

人
材
確
保

問　

総
合
戦
略
推
進
会
議
を
組

織
し
議
論
を
深
め
る
こ
と
か

ら
会
議
の
運
営
、
調
整
、
総

括
等
、
本
町
の
地
域
創
生
の

心
臓
部
を
担
う
、
こ
の
た
め

人
材
確
保
が
不
可
欠
で
あ

る
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　

地
方
版
総
合
戦
略
を
27

年
度
中
に
策
定
す
る
た
め
、

現
状
の
職
員
体
制
で
は
手
一

杯
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
、

こ
の
た
め
県
に
対
し
職
員
の

派
遣
を
お
願
い
し
て
お
り
、

県
に
お
い
て
前
向
き
に
検
討

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
１
人
当
た
り
の
医
療
費
と
保
険
税
の
推
移
は

県
下
27
市
町
村
で
高
い
水
準
に
あ
る

問

答

保険税の推移

深澤　　勝 議員

一 般 質 問

各種の検診が受けられる検診車
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一 般 質 問

田中　一泰 議員

夜
道
、
帰
宅
時
の
防
犯
対
策
は

視
線
誘
導
表
の
設
置
な
ど
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
く

問　

中
学
生
は
部
活
な
ど
で

帰
宅
が
遅
く
、
防
犯
灯
の
な

い
場
所
は
暗
く
危
険
で
あ
る

が
、
町
と
し
て
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長　

歩
道
の
新
規

設
置
、
転
落
防
止
柵
の
設
置
、

通
学
路
肩
の
カ
ラ
ー
舗
装
化

等
、
安
全
対
策
を
講
じ
て
い

る
。

　
　

防
犯
灯
に
つ
い
て
、
事
業

費
の
２
分
の
１
の
補
助
制
度

が
あ
る
の
で
、
地
域
に
お
い

て
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

学
童
保
育
の
環
境
整
備

問　

身
延
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
て
い
る
学
童
保
育
は
、

定
員
を
大
き
く
超
え
て
い

る
。
至
急
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
町
の
対
応
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

町
の
基
準

で
は
児
童
１
人
当
た
り
の
面

積
を
１・
６
５
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
と
し
て
い
る
が
、
身

延
学
童
保
育
は
登
録
児
童
数

が
多
い
た
め
、
現
在
こ
の
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
。
子

ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
基
づ
き
今
後
５
年
間
の
中

で
改
善
に
努
め
る
。

問　

学
童
保
育
の
運
営
の
考
え

方
と
計
画
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

学
童
保
育

は
保
護
者
の
保
育
に
欠
け
る

児
童
の
安
全
を
守
る
場
で
あ

る
と
と
も
に
、
学
齢
期
の
児

童
が
自
立
す
る
た
め
の
成
長

支
援
、
健
全
育
成
を
実
践
す

る
場
で
も
あ
る
。
児
童
に
健

全
な
遊
び
の
場
を
与
え
、
情

操
を
豊
か
に
し
、
併
せ
て
体

力
の
増
進
等
、
児
童
の
健
全

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
保
育
を
実
施
す
る
。

高
齢
者
を
孤
独
に
し
な
い

た
め
の
取
り
組
み

問　

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持

っ
て
生
活
す
る
た
め
に
、
人

と
交
流
す
る
場
、
一
緒
に
楽

し
め
る
場
づ
く
り
が
大
切
で

あ
る
。
孤
独
に
し
な
い
た
め

の
取
り
組
み
や
、
声
か
け
の

仕
組
み
づ
く
り
は
。

福
祉
保
健
課
長　

高
齢
者
が

人
々
と
交
わ
っ
て
生
活
の
質

を
維
持
し
な
が
ら
生
き
生
き

と
し
た
人
生
を
送
れ
る
、
そ

の
よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要

で
あ
る
。
来
年
度
以
降
、
新

し
い
介
護
予
防
日
常
生
活
支

援
事
業
に
取
り
組
む
中
で
、

地
域
の
仕
組
み
づ
く
り
、
環

境
整
備
に
努
め
た
い
。

通学路安全確保

問

答

楽しく、賑やかな声が聞こえる〈身延学童保育〉
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総務産業建設常任委員会

委員長　柿　島　良　行

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
い
つ
販
売
す
る
の
か

平
成
27
年
度
出
来
る
だ
け
早
く
販
売
す
る

問

答

【
現
地
調
査
】

◎
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

  （
相
又
圃
場
整
備
計
画
地
）

◎
橋
梁
修
繕
計
画
箇
所

  （
榧
の
木
橋
・
豊
岡
）

◎
常
葉
宅
地
造
成
計
画
地

◎
道
路
改
良
工
事
予
定
路
線

  （
町
道
田
原
鴨
狩
線
）

▽
条
例
改
正

•

身
延
町
職
員
給
与
条
例
の

　

一
部
改
正

総

務

課

問　

栄
養
士
給
料
表
は
新
規
の

も
の
か
。
職
務
内
容
は
。

答　

新
年
度
に
栄
養
士
を
採
用

す
る
。
業
務
は
、
乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
健
康
づ
く

り
、
生
活
習
慣
病
予
防
、
栄

養
指
導
、
食
生
活
改
善
に
関

す
る
こ
と
を
行
う
。

•

身
延
町
町
営
駐
車
場
条
例
の　

　

一
部
改
正

観

光

課

問　

長
時
間
の
無
断
駐
車
防
止

対
策
と
し
て
の
今
回
の
改
正

だ
と
思
う
が
、
改
正
後
は
ど

の
よ
う
な
管
理
方
法
を
考
え

る
の
か
。（
身
延
駅
周
辺
）

答　

指
定
管
理
者
の
責
任
に
お

い
て
、
見
回
り
を
行
う
な
ど

で
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い

た
だ
く
。

▽
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

身

延

支

所

問　

門
野
の
湯
の
利
用
者
減
少

傾
向
を
く
い
止
め
る
た
め
の

対
応
は
ど
う
か
。

答　

利
用
者
の
固
定
化
、
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
新

規
利
用
者
の
開
拓
が
必
要
と

考
え
る
。

問　

泉
質
が
良
い
と
の
評
判
を

聞
く
が
、
こ
の
よ
う
な
特
徴

や
特
色
を
上
手
に
宣
伝
し
安

心
し
て
利
用
で
き
る
町
営
の

温
泉
施
設
で
あ
る
こ
と
を
看

板
設
置
等
で
多
く
の
方
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

様
々
な
方
法
で
周
知
、
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
町
内
外
の
多
く

の
方
に
利
用
し
て
頂
く
施
設

に
し
て
い
き
た
い
。

環
境
下
水
道
課

問　

身
延
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
後
の

経
費
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

補
助
金
要
綱
に
よ
り
売
電

は
で
き
な
い
が
、
蓄
電
池
が

満
充
電
に
な
れ
ば
通
常
使
用

す
る
電
力
に
供
給
さ
れ
る
の

で
、
電
気
料
金
が
安
く
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

政

策

室

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

は
繰
越
し
だ
が
、
い
つ
頃
販

売
す
る
の
か
。

答　

国
で
も
早
め
に
販
売
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
の
で
出

来
る
だ
け
早
く
販
売
す
る
。

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
ど

こ
で
購
入
で
き
る
の
か
。

答　

役
場
本
庁
舎
、
下
部
支
所
、

身
延
支
所
の
予
定
。

問　

商
工
会
加
盟
店
や
大
型
店

舗
で
も
購
入
で
き
る
よ
う
に

し
た
ら
ど
う
か
。

答　

検
討
す
る
。

問　

ど
こ
で
使
え
る
の
か
。

答　

商
工
会
加
盟
店
と
、
そ
れ

以
外
は
募
集
し
て
い
く
予
定

で
い
る
。

レポート

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い
る

《
太
陽
光
パ
ネ
ル
》
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▽
27
年
度
一
般
会
計
予
算

税

務

課

問　

固
定
資
産
税
が
前
年
度
よ

り
減
額
し
て
い
る
が
そ
の
要

因
は
。

答　

３
年
に
一
度
の
評
価
替
え

の
年
度
に
当
た
り
、
土
地
家

屋
と
も
に
減
額
に
な
る
。

問　

個
人
住
民
税
の
減
収
は
人

口
の
減
少
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
の
か
。

答　

そ
の
と
お
り
だ
が
、
他
に

八
十
歳
代
で
比
較
的
高
額
の

年
金
所
得
者
が
減
少
し
て
い

る
の
も
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。

財

政

課

問　

地
方
消
費
税
交
付
金
が
前

年
度
比
較
で
約
１
億
円
増
額

の
２
億
４
４
５
８
万
円
だ
が

増
額
の
内
容
は
。

答　

消
費
税
率
が
５
％
か
ら
８

％
に
上
が
っ
た
こ
と
で
、
地

方
消
費
税
率
が
１
％
か
ら

１・
７
％
に
上
が
っ
た
た
め
。

観

光

課

問　

夢
ギ
フ
ト
は
斬
新
な
事
業

と
し
て
評
価
す
る
が
、
利
用

状
況
は
ど
う
か
。

答　

26
年
度
は
、
現
時
点
で
75

件
利
用
さ
れ
て
い
る
。

土
地
対
策
課

問　

地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。
ま
た
山
林
に
つ
い

て
も
実
施
す
る
の
か
。

答　

全
体
の
進
捗
率
は
13
・
69

％
で
平
坦
地
は
78
・
65
％
。

平
坦
地
の
最
終
予
定
年
度

は
、
身
延
地
区
40
年
度
、
下

部
地
区
43
年
度
、
中
富
地
区

が
47
年
度
、
急
峻
な
山
林
は

平
坦
地
が
完
了
し
て
か
ら
実

施
の
予
定
。

建

設

課

問　

都
市
計
画
費
が
減
額
し
て

い
る
の
は
景
観
モ
デ
ル
事
業

の
終
了
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
の
効
果
は
。

答　

実
施
し
た
門
内
上
町
地
区

の
修
景
は
向
上
し
、
平
成
27

年
度
に
は
県
に
よ
る
電
線
地

中
化
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

更
に
修
景
の
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。

問　

今
後
の
景
観
モ
デ
ル
事
業

の
計
画
は
。

答　

26
年
度
は
上
町
地
区
の
通

り
沿
い
を
実
施
し
た
が
、
仲

町
地
区
も
景
観
重
点
地
区
に

指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
地

元
代
表
者
が
選
出
さ
れ
た

ら
、
協
議
の
う
え
整
備
し
て

い
く
方
向
で
考
え
る
。

下

部

支

所

問　

既
存
源
泉
影
響
調
査
委
託

料
が
あ
る
が
、
下
部
奥
の
湯

温
泉
分
湯
開
始
か
ら
10
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

既
存
源
泉
の
状
況
が
安
定
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
調
査

を
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

答　

分
湯
開
始
時
、
既
存
源
泉

所
有
者
か
ら
の
要
望
書
に
10

年
を
目
安
と
回
答
し
た
経
緯

が
あ
る
が
、
調
査
結
果
の
状

況
を
踏
ま
え
源
泉
所
有
者
と

協
議
し
、
検
討
す
る
。

政

策

室

問　

総
合
戦
略
策
定
委
員
は
国

で
考
え
て
い
る
産
・
学
・
金
・

労
等
は
入
っ
て
い
る
か
。

答　

一
般
公
募
他
、
国
で
考
え

て
い
る
方
々
も
予
定
し
て
い

る
。

問　

総
合
戦
略
策
定
委
員
20
人

と
総
合
計
画
審
議
会
20
人
は

別
か
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
に
策
定
委
員
報

酬
を
計
上
し
て
い
る
が
、
双

方
を
兼
ね
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
る
。

問　

国
で
は
総
合
計
画
と
総
合

戦
略
は
別
物
と
の
認
識
だ
が

如
何
か
。

答　

人
口
問
題
等
各
種
の
分
析

は
双
方
の
計
画
に
反
映
し
て

い
く
た
め
に
兼
ね
る
こ
と
も

あ
る
。

▽ 

27
年
度
下
部
奥
の
湯
温
泉
事

業
特
別
会
計
予
算

下

部

支

所

問　

分
湯
件
数
に
余
裕
が
あ
る

な
ら
、
温
泉
郷
内
の
病
院
や

福
祉
施
設
等
へ
の
分
湯
も
検

討
し
、
有
効
利
用
を
図
っ
た

ら
ど
う
か
。

答　

現
在
の
条
例
で
は
、
旅
館

業
法
に
基
づ
く
許
可
が
な
い

と
分
湯
で
き
な
い
が
、
今
後
、

県
及
び
利
用
者
と
協
議
し
た

う
え
で
検
討
す
る
。

委 員 会３ 月
定 例 会

景観モデル事業を終えた門内上町地区
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教育厚生常任委員会

委員長　芦　澤　健　拓

身
延
中
学
校
大
規
模
改
修
工
事
の
積
算
根
拠
は

業
者
に
相
談
し
概
算
工
事
費
を
計
上

問

答

【
現
地
調
査
】  　
　
　

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
み
の
ぶ
荘
」

◎
身
延
中
学
校
改
修
計
画
箇
所

▽
条
例
制
度
・
改
正

• 

身
延
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
利
用
者
負
担
額
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定

子
育
て
支
援
課

問　

本
町
に
は
ど
の
よ
う
な
施

設
が
あ
る
か
。

答　

私
立
保
育
園
及
び
公
立
保

育
所
が
あ
る
。

• 

身
延
町
子
育
て
支
援
医
療
費

助
成
金
支
給
条
例
の
一
部
改

正
子
育
て
支
援
課

問　

18
歳
ま
で
医
療
費
が
窓
口

無
料
に
な
る
が　

高
校
生
が

受
診
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な

場
合
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
等
で
の
け
が
に

よ
る
受
診
が
多
い
と
考
え
ら

れ
る
。

• 

身
延
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正福

祉
保
健
課

　

問　

要
支
援
１
及
び
２
の
一
部

の
サ
ー
ビ
ス
を
保
険
給
付
の

枠
組
み
か
ら
地
域
支
援
事
業

へ
移
行
し
た
場
合
の
予
算
の

見
通
し
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答　

保
険
給
付
は
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
必
要
な
予
算
に
上
限

は
な
い
が
、
地
域
支
援
事
業

の
予
算
に
は
上
限
が
設
定
さ

れ
る
の
で
、
こ
れ
を
超
え
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
は
で
き
な
く

な
る
。

問　

が
ん
検
診
推
進
事
業
の
受

診
者
を
増
や
す
た
め
に
、ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

答　

地
域
の
検
診
意
識
を
高
め

る
た
め
に
、
ポ
ス
タ
ー
や
放

送
、
個
人
通
知
等
に
よ
る
受

診
勧
奨
に
努
め
て
い
る
。

▽ 

26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

生
涯
学
習
課

問　

金
山
博
物
館
運
営
費
の
館

長
報
酬
が
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　

館
長
報
酬
は
日
額
で
算
出

し
て
お
り
、
県
内
の
各
種
会

議
等
で
出
勤
で
き
な
か
っ
た

分
を
減
額
し
た
。

問　

現
代
工
芸
美
術
館
の
館
長

報
酬
も
出
勤
し
な
け
れ
ば
減

額
す
る
の
か
。

答　

現
代
工
芸
美
術
館
の
館
長

報
酬
は
月
額
で
算
出
し
て
い

る
た
め
、
減
額
は
し
て
い
な

い
。

▽ 

26
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

町

民

課

問　

保
険
財
政
共
同
安
定
化
交

付
金
と
は
何
か
。

答　

高
額
医
療
費
の
発
生
に
よ

る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の

事
業
で
あ
り
、
保
険
者
間
の

保
険
料
の
平
準
化
、
財
政
の

安
定
化
を
図
る
た
め
18
年
10

月
に
創
設
さ
れ
た
。

▽ 

27
年
度
一
般
会
計
予
算

水

道

課

問　

簡
易
水
道
運
営
費
負
担

金
、
滅
菌
剤
購
入
負
担
金
は

ど
う
い
う
も
の
か
。

答　

組
合
簡
水
に
お
け
る
滅
菌

剤
購
入
に
対
し
、３
分
の
１
が

町
補
助
分
、３
分
の
２
が
組

合
負
担
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

レポート

受診を勧める〈検診ポスター〉
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町

民

課

問　

中
長
期
在
留
者
住
居
地
届

出
等
事
務
委
託
交
付
金
と
は

何
か
。

答　

外
国
人
在
留
者
住
居
地
届

出
等
に
係
る
事
務
の
交
付
金

で
す
。

問　

登
録
数
は
何
人
か
。

答　

3
月
1
日
現
在
で
、１
１
７

人
。福

祉
保
健
課

問　

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た

人
は
利
用
で
き
な
い
の
か
。

答　

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
、
介
護
予
防
の
た
め
の
サ

ー
ビ
ス
の
た
め
、
要
介
護
認

定
を
受
け
た
人
は
利
用
で
き

な
い
。

問　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

副
反
応
の
問
題
が
話
題
に
な

っ
て
い
る
が
、
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

国
は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
積
極
的
勧
奨

を
控
え
る
方
針
で
、
町
も
同

様
で
あ
る
。
た
だ
し
希
望
が

あ
れ
ば
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

予
算
は
確
保
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
課

問　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
事
業
費
交
付
金
に
つ
い

て
、
26
年
度
当
初
予
算
は
対

象
人
数
が
７
９
７
人
だ
っ
た

が
、
27
年
度
の
対
象
人
数
は
。

答　

26
年
度
は
臨
時
福
祉
給
付

金
と
の
併
給
調
整
が
あ
り
、低

所
得
世
帯
は
臨
時
福
祉
給
付

金
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、

27
年
度
は
ど
ち
ら
の
給
付
金

も
受
給
で
き
る
た
め
対
象
者

数
が
増
え
、９
９
３
人
分
を

計
上
し
て
い
る
。

学
校
教
育
課

問　

中
学
校
費
国
庫
補
助
金

の
、
へ
き
地
児
童
生
徒
援
助

費
等
補
助
金
と
は
。

答　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
３
台
の
購

入
に
対
す
る
補
助
金
で
あ

る
。

問　

中
学
校
閉
校
行
事
等
補
助

金
の
内
容
は
。

答　

１
校
４
０
０
万
円
を
限
度

に
実
行
委
員
会
等
に
対
し
て

交
付
す
る
も
の
で
、
閉
校
記

念
行
事
と
し
て
の
記
念
誌
等

に
対
す
る
経
費
や
閉
校
式
典

に
要
す
る
経
費
が
対
象
と
な

る
。

問　

小
中
学
校
の
ク
ー
ラ
ー
設

置
状
況
と
洋
式
ト
イ
レ
設
置

状
況
は
。

答　

ク
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、

普
通
教
室
に
は
全
て
設
置
し

て
あ
り
、
洋
式
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
各
階
男
女
と
も
に

１
つ
以
上
設
置
し
て
あ
る
。

問　

工
事
設
計
委
託
を
発
注
し

た
詳
細
設
計
が
出
て
初
め
て

工
事
請
負
額
が
決
ま
る
の
が

当
然
の
流
れ
で
あ
り
、
工
事

費
が
当
初
に
同
時
計
上
さ
れ

て
い
る
の
は
ど
う
し
て
か
。

答　

大
き
な
金
額
の
た
め
当
初

予
算
で
審
議
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
町
の
姿
勢
で
あ
る
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
非
常
に

厳
し
い
状
況
か
ら
工
事
費
も

計
上
し
た
。

問　

町
の
中
央
に
新
し
い
中
学

校
建
設
に
向
け
て
の
検
討
委

員
会
を
６
月
に
発
足
す
る
よ
う

だ
が
、新
中
学
校
建
設
に
向
け

て
検
討
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

大
規
模
改
修
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
矛
盾
し
て
い
な
い
か
。

答　

議
決
さ
れ
た
統
合
中
学
校

に
生
徒
を
迎
え
る
こ
と
を
考

え
て
内
装
工
事
を
中
心
と
し

た
改
修
工
事
で
、
矛
盾
は
し

て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

生
涯
学
習
課

問　

現
代
工
芸
美
術
館
入
館
料

の
積
算
根
拠
は
何
か
。

答　

大
人
が
１
、５
０
０
人
で

75
万
円
、大
学
生
・
高
校
生

が
50
人
で
１
万
５
０
０
０

円
、小
中
学
生
が
１
５
０
人

で
１
万
５
０
０
０
円
、合
計
で

78
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

▽ 

27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

町

民

課

問　

国
民
健
康
保
険
の
短
期
証

と
資
格
者
証
の
対
象
者
は
何

人
か
。

答　

３
月
１
日
現
在
で
、短
期
証

は
16
世
帯
28
人
、資
格
者
証

は
60
世
帯
１
１
１
人
で
あ
る
。

▽ 

27
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

水

道

課

問　

簡
易
水
道
建
設
に
か
か
る

国
庫
補
助
金
は
ど
の
程
度
の

割
合
な
の
か
。

答　

事
業
費
の
３
分
の
１
か
ら

10
分
の
４
ま
で
の
範
囲
で
あ

る
。

委 員 会３ 月
定 例 会

なかとみ現代工芸美術館
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こ
の
た
び
、全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、本

町
議
会
議
長
の
河
井
淳
氏
が「
町
村
議
会
議
員

特
別
表
彰
者
」と
し
て
、議
会
議
員
の
伊
藤
文
雄

氏
、川
口
福
三
氏
が
、「
町
村
議
会
議
員
15
年
以

上
在
職
者
」と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

表

彰

組合議会

議会名 定例・臨時 開催日 案　　　件

飯富病院組合議会 定例会 ３月30日（月）
・病院事業の設置等に関する条例中改正の件
・２６年度事業会計補正予算（第３号）
・２７年事業会計予算

峡南衛生組合議会 定例会 ３月26日（木）
・２６年度一般会計補正予算（第３号）
・２７年度一般会計予算
・監査委員の選任について

峡南広域行政組合議会 定例会 ３月25日（水）

・峡南広域行政組合議会委員会条例中改正の件
・峡南広域行政組合職員定数条例中改正の件
・峡南広域行政組合の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例中改正の件
・峡南広域行政組合職員給与条例中改正の件
・峡南広域行政組合介護認定審査会の委員の報酬及び費用弁償に関

する条例中改正の件
・山梨県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更に伴う山梨

県市町村総合事務組合の規約の変更の件
・２６年度一般会計補正予算（第３号）
・介護保険特別会計補正予算（第２号）
・峡南ふるさと市町村圏特別会計補正（第１号）
・２７年一般会計予算
・２７年介護保険特別会計予算
・２７年峡南ふるさと市町村圏特別会計予算

山梨県後期高齢者
医療広域連合議会

定例会 ２月17日（火）

・個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定
・後期高齢者医療臨時特例基金条例の一部を改正する条例の制定
・２６年度一般会計補正予算（第２号）
・２６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
・２７年度一般会計予算
・２７年度後期高齢者医療特別会計予算
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★表紙について（№ 41－ｐ 1）

・若者の晴れ姿はとても良い。この若者たちが身延の地に何人残るのか！？考えた。

★町長行政報告（№ 41－ｐ 5）

・特別寄附については、有効活用
するとのこと、目に見える形で
活用してほしい。無駄を省き、
徹底した事業内容を精査し、町
民サービスが低下しないよう
お願いする。

・努力と工夫で経費節約と発言
されるが、説得力がない。多額
の寄附金を、若者定着に全額を
使ってでも、将来に向けて底辺
の拡大に繋げてほしい。

・特別寄附以外は、目新しいものが
無く、あまり興味を感じない。

★質疑応答（№ 41－ｐ 6）

・挿入写真は、質問に対し、回答
した件の説明写真だと思うが、
災害が発生し、旧静川小が被害
を受ければ静川保育所は被害
を受けない保証はないので、こ
の説明写真は何の説得力も感
じない。

・議員の質問を見ると「聞いたこ
とがない」、「どこをどれだけ用
地を取得した」とか、現地に行
ってないのかと思われる。議場
で質問の前に、現地へ足を運ぶ
ことを望む。

★町政全般についての意見、要望等
・学校統廃合する地区の意見はもちろんだが、すで

に統合された地区の保護者や子どもたちの意見
も聞いてみたらどうか。

・議員にお願いです。町民との懇談会で感じたことだ
が、町民からの質問に回答できない、何度も詰まっ
てしまう議員がいる場面をみた時に、議会への信頼
が希薄になっていくことに危機感を感じる。議員と
しての資質を高めて信頼回復に努めてもらいたい。

・中部横断道開通まで３年を切った。町としての取
り組みを充実したものにするためのプロジェクト
チームの発足を希望する。観光・農業を含めた産
業振興の大きな転機となりうると考える。

★議案に対する賛否・討論（№ 41－ｐ 7～ 9）

・“討論”は読みごたえがあり、非常に町民には興味があるのではないか。設置条例の条文の解説があるともっと良かった。
・少子高齢化は身延だけの問題ではない。日本一の魅力ある学校であれば子どもは増える。どんな学校を目指すか英

知を結集する討論に時間を使ってほしい。　
・統廃合の新基準が出たので、議会においても新基準に従って進めてもらいたい。
・賛否両論、説得力があり苦渋の選択が伺える。町民の代弁者としての自覚と誇りを持ち、身延町発展のために、常に

前向きに取り組んでほしい。

★一般質問（№ 41－ｐ 12～ 17）

・議員が活発に質問している議会が表現されている。担当課長等が町側の立場だけで答えている
気がする。町民あるいは保護者・子どもたちの立場に立って考えないといけないのではないか。

・学校統廃合問題がいつも多い。それだけ根強い対立のようにうつる。毎回同じことの
繰り返しと思うと記事も読みたくなくなる。新校舎建設に多額の費用を使ってよい
ものか。箱物より中身の充実を。

・将来ビジョンについて、町長、観光課長は中部横断道が開通すれば、全部良い方向に
向くような答弁であるが、若者の流出、人口減少の抑制を図るのは、短い時間ではで
きない。地域の特性を生かした施策を考えるべきである。

・学校統廃合についての教育長の答弁は、事務的に終始している。誠意のなさ中立的
でない言動が町民、保護者の混乱を招いているのではないか。

★鴨川市議会・臨時会・組合議会（№ 41－ｐ 18）

・様々な交流とは具体的にどんなことか。経費を使って形式的な交
流、懇親会も情報交換の場として必要だが、獲得した情報をもと

に、成果を形にするべく努力もしてほしい。

★モニタ通信（№ 41－ｐ 19）

・モニターの意見を読みつつ、改めて議会だよりを読みなおすことにしている。
・大勢の方に読んでいただけたら嬉しいです。

★保育所めぐり（№ 41－ｐ 20）

・人間形成の大事な時に、どんな環境にいたか影響は大きい。子ども
たちの写真だけでも笑顔がこぼれる。先生方の教育に対する努力

に頭が下がりますが、今後は保育所の統合も加速されると思う。

★委員会レポート（№ 41－ｐ 10～ 11）

・空き家バンク等の施策を講じているとのことだが、人口減少に伴う現状では大変難
しい。他町村の情報を得る中で、若い人たちの意見を聞き、解決策を見つけてほしい。

・健康志向が強い今日である。中部横断道の開通を利用し、荒廃農地を町が借り受け、
家庭菜園用などに貸し出すなどの取り組みも考えられないか。

・門野の湯の名称変更についての回答が、全然検討している様子が伝わってこないし、
誠意が感じられない。

★町民と議員との懇談会
（№ 41－ｐ 2～ 4）

・統合問題については、新聞に掲
載されたが、文部科学省でも本
格的に取り組みされ、最終的には
自治体に委ねられるようだが、少
子化や人口減少が進む中でやむ
を得ない現状であると思う。いか
にデメリットを少なくし、反対す
る人たちとの議論が必要である。

・合併して住民の幸福感に温度差
が感じられ、各地区の町民出席
率に表れていると感じた。

（議会だより№４１の意見・感想等）

議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。

貴重なご意見等を参考に、町民の皆様の
「心に伝わる」議会だよりを目指します。

モニター通信



　この紙面　　　　　　　　 のコーナーに登場していただける
団体（愛好会、スポ少・サークル等）を募集します。
　日頃の活動を町民のみなさんに紹介してください。

①団体名　②活動内容、活動日　③代表者名　④代表者連絡先
①～④までを下記のいずれかの方法（電話・FAX・メール）で応
募してください。

（応募が多い場合は、順次紹介させていただきます。）

【募集期限】　平成２７年６月３０日（火）
【応 募 先】 ① 電話 0556-42-4807 議会事務局
 ② FAX0556-42-2127 議会事務局あて
 ③メールアドレス　gikai@town.minobu.lg.jp
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町民と議員との懇談会
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ちいさなちいさなおはなし会
図書館イ

ベント

おじゃまします

〇５月２３日（土）午後７時３０分
 古関公民館

〇５月２４日（日）午後７時３０分
 身延町総合文化会館

〇５月３０日（土）午後７時３０分
 大須成公民館

※ 詳しくは、回覧等でお知らせし
ます。

身延町立図書館で毎週火曜日（11 時～）に開催しています。

決定

おうちにいないで、
みんなおいで

楽しいことが
いっぱいだよ！

図書館ボランティアの
みなさん、いつもあり
がとうございます。


